
     

                           
 
                                                               
 
 

はなれて、つながる３つの方法 
校長 小林 理人 

 
新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、緊急事態宣言・措置に伴う臨時休業期間の延長が決まり

ました。「ステイホーム」「自粛」の効果もあって、少しずつ明るい兆しが見えてきましたが、ご家族

の健康や感染への心配、終息が見えない社会生活への不安など安心できない毎日が続きます。 

私たちも、必要最小限の教員が出勤するという環境の中で、学校再開への準備や、自宅で学習する子

供たちへの支援など、経験のない事態に試行錯誤しながらの勤務が続いています。突然の大きな変化に、

戸惑いや教育環境の不整備から、子供たちや保護者の皆様にはご心配、ご迷惑をおかけしました。不測

の事態の連続でしたが、保護者の皆様のご理解とご協力により、大きな事故や混乱もなく５月を迎える

ことができました。保護者の皆様の力の大きさを改めて感じるとともに、心から感謝申し上げます。 

５月も家庭での学習が中心になります。先日は、希望されたご家庭への電話連絡をさせていただき、

保護者の皆様のご苦労、家庭学習の難しさを痛感し、多くの課題を把握することができました。また、

国や市からは、家庭学習の充実を図り、学習内容の定着を図るためのガイドラインが示されました。 

そこで、５月は保護者の皆様と共に家庭での学習や生活の充実を図るために、家庭ですべき学習の内

容や生活の仕方を具体的に示したり、保護者の皆様や子供たちとのつながり方を工夫したりします。 

具体的には以下の３つの方法を考えています。詳しくは裏面「５月の学習と生活」をご覧ください。 

学校生活を想定した枠組(基準・目安) 

「学習計画表」（時間割）や生活表「二松カード」などを活用し、家庭学習に学校生活を想定した枠

組(基準・目安)をつくります。学習計画表は学習時間の枠組、生活表は安全で規則正しい生活の枠組と

なります。子供たちがその枠組を意識し、発達段階やご家庭の状況に合わせて学習を進めたり、めあて

を意識した安全で規則正しい生活をしたりすることで、家庭での学習や生活の充実を図ります。 

学習内容の定着を図り、主体性・計画性を育てる課題表 

学習内容の定着を図ったり、子供たちが主体的、計画的な学習を進めたりするために学習することを

詳しく示した課題表を配布します。子供たちは課題表をもとに学習の計画を立てます。 

課題表は学年毎に作成し、配布・回収日に配布したりホームページに掲載したりします。課題表には

毎日取り組むベーシックタイムと、教科ごとに取り組む内容を示した「今日の課題」が示されています。

ベーシックタイムは毎日継続して行うことで基礎となる学力を育てます。「今日の課題」は、学年毎の

学習内容の定着を図るための課題です。教科書や教材等を活用して進めます。課題表の他に「運動カー

ド」や教科ごとの課題を示したお便りも活用しながら、家庭学習で子供たちの学力を育てます。 

教員等と子供たちや保護者の皆様との関係づくり 

子供と担任との関係づくりの方法は、地域の感染状況やインターネット環境の整備具合によって異な

ります。直接かかわることのできない状況では、教員等が作成する課題表やお便り、ホームページを活

用した関係づくりが中心となります。また、ご家庭で直接お子様と関わっていただく保護者の皆様とも、

校務用携帯電話を使った相談などを行う予定です。そして、家庭と学校をつなぐネットワーク環境が整

えば、PC等を活用したコミュニケーションも可能になります。更に、外出自粛が緩和されれば、子供や

保護者の皆様と担任が直接関わることも段階的に可能になるでしょう。このように、環境の整備や社会

の状況を踏まえ、子供たちや保護者の皆様と担任がつながる方法を工夫し、教員等と子供たちや保護者

の皆様とのよりよい関係をつくり、家庭での学習を支援します。 
 

これまで経験したことのない環境での新たな挑戦です。先日ホームページで紹介した諏訪中央病院の

玉井道裕医師は、ウイルス感染を乗り越えるための方法として「はなれて、つながる」ことを提唱して

います。上記の方法は、学校や教員等と子供や保護者の皆様の心が「はなれて、つながる」取組です。

この挑戦が学校再開後の学校生活に生きて働くことを信じて取り組んでいきます。直接つながることが

できない子供たちに、メッセージを書きました。また、ホームページ（二小ニュース）を活用した二小

クイズなど子供たちや保護者の皆様と「はなれて、つながる」方法を考え、実行していきます。 
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さて、５月になりました。校長
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でも、はなれていても 心
こころ

はつながっています。いつもみんなのことを応援
おうえん

している友達
ともだち

や先生
せんせい

がいます、みんなで一緒
いっしょ

に学習
がくしゅう

や生活
せいかつ

ができる日
ひ

は 必
かなら

ずきます。その時
とき

までは 
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